





Chorale Preludes for Organ: 
A Study Guide for Performing J.S.Bach’s  
“Vater unser im Himmelreich” BWV682 
 
宮本 とも子 




ヨハン・ゼバスティアン・バッハ Johann Sebastian Bach(1685-1750)は、1739 年に『クラ
ヴィア・ユーブング 第 3部』を出版した。バッハ自身が編集に携わったこの曲集の中から、
《主の祈り》BWV682 に焦点を当て、作品の前提となっている事柄をまとめてみたい。 
 折しも、本年 2017 年はルターの宗教改革から 500 年となるが、上記曲集は、ルターの「小
教理問答」Der kleine Katechisumus(1529)の内容に基づくカテキズム・コラール 6 曲を基
に、2曲ずつ作曲した12曲を含む、全27曲からなるバッハの記念碑的オルガン曲集である。 
音楽学者であり神学者でもあるアルベルト・クレメント Albert Clement(1962- )は、450
ページからなる大著「クラヴィア・ユーブング 第 3部―音楽・歌詞・神学―」Der dritte 




ブング 第 3部』の演奏に取り組み、2013 年にフェリス女学院大学キリスト教音楽研究所














    
「初代教会は福音を宣教するだけではなく、信徒にキリスト教の教理を『教える』活動をし
















































（カテキズム・コラールの挿絵画像 URL http://diglib.hab.de/drucke/tl-450/start.htm ）   
  
「バッハが幼少の頃にこの賛美歌集に接した可能性がある」というクレメントのコメントに
魅せられた筆者は、この賛美歌集を所蔵する図書館(Herzog August Bibliothek Wolfenbüttel)




３． クラヴィア・ユーブング 第 3 部に含まれるカテキズム・コラール 
 バッハはこの曲集の中に全 27曲を配置しているが、その中の 12曲はルターの「小教理問答」
を説明する 6 つの歌詞に基づくコラールである。大小それぞれ１曲ずつあるので、合計で 12
曲となる。6 つの歌詞は前述のアイゼナッハ賛美歌集のカテキズムのページに記されている 6






    「これらは聖なる十戒である」 
   “Dies sind die heilgen zehn Gebot”  BWV678-679 
  2) 信条 
    「私たちは皆ひとりの神を信じる」 
   “Wir glauben all an einen Gott”  BWV680-681 
  3) 主の祈り 
    「天の王国にいます私たちの父よ」 
     “Vater unser im Himmelreich”  BWV682-683 
4) 洗礼 
    「私たちの主キリストはヨルダン川へ来られ」 
     “Christ, unser Herr, zum Jordan kam”  BWV684-685 
  5) 懺悔 
    「深い悩みより私はあなたに向かって叫ぶ」 
     “Aus tiefer Not schrei ich zu dir”  BWV686-687 
  6) 聖餐 
    「イェス・キリスト、私たちの救い主」 
     “Jesus Christus, unser Heiland”  BWV688-689 
  
４． カテキズム・コラール《主の祈り》について 




















なお、以下の邦訳は Biblia/das ist/die gantze Heilige Schrifft Deudsch,Wittenberg 
(1534)ルター訳聖書の石田友雄訳による。（石田 2017:9） 












































  C)ルターが「バプスト聖歌集」の歌詞として解釈した「主の祈り」 


































第 6節は、「主よ、私たちのすべての負債をゆるしてください」と第 5 の祈願で始まる。
負債が私たちを悩まさないように、そして、私たちもまた、負債ある者たちのその負
債と過ちを快く許すことができるように、正しい愛と和合の内に私たちすべてに仕え





















 《主の祈り》BWV682 に関する解説は多々あるが、「ほとんど常軌を逸した曲だ」(ゲック 2001:






















クレメントによれば、このオルガン曲《主の祈り》BWV682 はコラール第 4節の歌詞を当 
てはめた時に、カノンに扱われているコラール歌詞の元の言葉と曲の音型とが合致するという。
この説を検証してみよう。なお、以下に記すドイツ語は、現代の綴り書き方とは異なるが、ク
レメントが引用しているシェメリ賛美歌集 Schemelli, Musicalisches Gesang=Buch, Leipzig, 
1736. の表記による。(Clement 1999:178) 
第 4 節の歌詞一行目は”Dein will gescheh, Herr Gott, zugleich,”「主なる神よ、あな 
たの御意志（ミココロ）が同時におこりますように」である。BWV682 では、第 11 小節から第
18 小節の間にあたる。最初に右手のオブリガート声部に加わるカノンが第 13 小節の 3 拍目と




will "と歌われる最初の二言が同時に扱われる。また、第 16 小節の頭では“gleich”と“Gott”
がカノン声部の上下に並ぶ。 
続く歌詞の二行目“auf erden wie im himmelreich,”「天の王国におけるように地上に」
は第 25 小節から第 31 小節にあたる。「天の王国」“himmelreich” の言葉がくるところにも




歌詞の三行目 “gieb uns geduld in leidenszeit,”「苦しみの時、私たちに忍耐を与えて
ください」は、第 37 小節 3 拍目に上声部のオブリガートにカノンが入り、第 45 小節の 2拍目
で下声部の応答カノンが終わる。この間、イエスが荒れ野で体験された「試みの 40 日間」に









 歌詞の四行目“gehorsam seyn in lieb und leid,”「愛にも苦難にも従順であるように」
は、左手のオブリガート声部に第 51 小節の 3 拍目にカノンが加わり、一小節遅れで右手のオ
ブリガート声部に応答カノンが加わり第 56 小節の２拍目まで続く。ここでは、“lieb”「愛」
と“leid”「苦難」の言葉が第 55 小節の１拍目で同じ H の一オクターブ離れた音で重なるよ
うにできている。 
 歌詞の五行目 “wehr und steur allem fleisch und blut,”「すべての血肉を制御させて
ください」は、第 64 小節 3 拍目に右手のオブリガート声部にカノンが加わる。左手の応答カ
ノンは 2小節離れて始まり第 71小節 2拍目まで続くが、ここでも、“blut”「血」と“fleisch”
「肉」という歌詞が第 69 小節で重なる。この第 69 小節に向けて、ペダルの音型が 3 小節間
G-Fis-E を始まりの音とするシークエンスをなし「制御」との関連性を思わせる。（ただし、3
回目の 3 拍目は 3度ではなく、2 度の音程で 8 分音符が動く。） 
 歌詞の最終行となる六行目“das wieder deinen willen thut.”「あなたの御意志（ミココ













 91 小節からなるこの作品 BWV682 のオブリガート声部の区切り目を見ていくと、最初の部分
は第 18 小節まで、次の入りは第 55 小節までの 37 小節、最後は 91 小節までの 36 小節となる。 
前述のラドレスク教授は、「中間部の 37 という数字に、イエス・キリスト JCHR が象徴的に表
されている点と、第 1 部と第 3部の小節数の比が 1：2 である点が特筆される」と述べている。
（ラドゥレスク/訳 植田 1988:6）これは、アルファベットを数字に直して、加算した結果、JCHR
が 37 となるためである。 
  
６. 練習方法 









































 バッハが目を通した 1739 年版の楽譜では、この作品のコラール旋律のカノンの音がとても
大きく目立つように印刷されている。 
 





















91 小節から成るこの作品は大きく分けて 3 つの部分から成ることは、先に述べた通りである。






逆付点のリズムは、例えば最初に出てくる４小節目では、32 分音符を取って、付点 16 分音符
を 8分音符としてペダル声部と一緒に弾いてみる。すると、その小節の音の流れがつかめるの
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